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策の推進 
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要性を再認識

に対して、レ
ある 
スは「文化」で

業、自治体、
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産業競争
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エンス）とは

能を速やか

テムや企業
的部門、イン
スク要因とし
デミックなど、
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解決策の検
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産業競争力懇談
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力のもと政策提
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人命を守る
 人命保護
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 官民の役
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強靭な通
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情報の安全
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 医療情報
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自立分散
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 後の取り組み

産業界・企

新成長戦

自然災害

レジリエン

の構築

談会（ＣＯＣＮ）

業競争力を高め

提言としてとりま

社会インフラ

る社会インフ
護の観点でのイ

る社会イン

復興期の対
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い街づくりの
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通信インフラ
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体、産：産

化・電力安定
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ー供給の強
ー供給網の強
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防災機能の向
能の向上促進

報の安全性

、公] 
ターネット網の

の情報利活
情報拠点(自治

した医療情
発、個人情報

ユ：ユーテ

経済性のバ

定 [公] 
の明確化と再稼

と再生可能

等関連技術の

、公] 
常時のエネルギ

のあり方を

よる競争力強

の経験と知見

ーションや社

政策提

化に深い関心を

ノベーション政策

けを行い、実現を

と強靭化技術
付加、ループ

公] 

官民/産業間
避難所・救援

向上推進 [
進、面的防災機

性と利活用

の見直し、衛

活用 [産、ユ
治体クラウド)

報システム
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